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陸上自衛隊では、2月中の実弾

射撃をつまのとおり行ないます

実施場所=池田射撃場

実施日程=1 日 ~3 目、 9 目 、

10日、 13日-18目、24日、 25日

27日、 28日
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(
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

r' 
L ノ

消 防出初式 1月8日西大村中学校校庭で行なわれました。

t 

1た

成
人
に
な
っ
た
入
の
法
律

一
月
十
五
日
、
市
内
で
約
七
百
七
十

人
の
方
が
成
人
式
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た

/

満
二
十
才
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
意
味

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

民
法
上
で
完
全
な
法
律
行
為
能
力
を

持
つ

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
公
職

選
挙
法
で
二
十
才
以
上
の
国
民
は
男
女

を
問
わ
ず
選
挙
権
を
有
す
る
三
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
成
人
に
な
ら
「な
け
れ

ば
営
む

こ
と
の
で
き
な
い
職
業
、
一す
な

わ
ち
医
師
、
弁
護
士
な
ど
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

戸
籍
法
で
は
分
籍
し
て
独
立
の
戸
籍

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
少
年
法
の

適
用
が
な
く
な
り
、
そ
の
犯
罰
行
為
に

つ
い
て
は
普
通
の
刑
事
裁
判
手
続
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
満
二
十
才
に

な
る
と
、
タ
バ
コ
、
酒
を
の
む
こ
と
が

許
さ
れ
ま
す
。

1た女大1ミ大大三ミ1た大1た1た

新
有
権
者
誕
生

「
ぼ
く
た
ち
、
こ
れ
だ
け
は

一
生
汚
さ
ず
に
使
う
よ
」
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消
防
出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た
人

知
事
表
彰

神
木
寅
市
仲
野
春
雄

本

文

夫

梶

本

邦

利

県
消
防
協
会
長
表
彰

〔
特
別
有
功
章
〕

神

木

寅

市

長

井

肇

井

本

文
夫〔

有
功
章
〕

今

里

福

治

晦

日

武

藤

崎

式

村

田

信

義

山

本

満

男

坂

本

初

次

朝

長

久

雄

浦

田

真

人

淵

延

隆

'
〔
精
続
章
〕
(
三
十
年
)

神

木

寅

市

仲

野

春

雄

井

本

文

夫

梶

本

邦

利

〔
精
続
章
〕
(
二
十
年
)

山

口

隆

治

小

峰

信

一

森

川

一

弥

晦

日

武

今

里

明

登

林

進

服

部

正

夫

宮

田

豊

一

作

野

光

義

福

田

平

四

郎

田

中

惣

次

田

中

米

吉

田

下

一

馬

鬼

石

武

井

川

吉

春

野

口

静

雄

染

石

義

人

前

本

勇

貞

松

節

井
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右追重 L V 衆議院
いも 総のd 月

放 要 私
宣しな達

のにす 涯挙を 総選挙の 二十九日Eコ 、選は

昭 す決挙乙 る明百
和 る断マん たるでに
四 J 。 とあど めくすは
十 勇るの に正 、

気を 乙衆宣
年 と議

市民の 行をない 協議で会 村市大正
もを議院

月 てつ覚自 員

十 各自し総選 言みまはし
四 、 なしつい

大 日 が縁挙 さ 7こ。ぎ一掌推進一

村市 信 f故青が 欠 z 青
念国ぉ

正 の実を 民
し ーの

たを互しユ 票はた ー
し挙い

選 をなめ ますに
挙 投れの しる明
推 じ選 国 よよる

進協議
ま定挙忌 づ

う。 うく
に正

す。反りく
努力 いし

会 をの い選

雄

田

川

覚

栗

山

亀

久

寿

梶
原
、
悟

岩

打

勝

美

井

川

純

男

野

田

正

善

-山
口

猛

北

川

勝

一

道

添

実

沖

田

三

次

福

重

正

人

玉

川

福

家

山

道

勝

三

弦

谷

邦

夫

山

口

敏

治

増

田

敏

治

中

村

勇

浦

田

真

人

小

島

富

夫

浜

田

重

実

浦

山

市

次

山

口

要

人

坂

口

一

善

湯

田

昭

脇

崎

和

利

大

串

忠

楠

本

昭

渡

辺

勝

信

田

中

秀

雄

〔
退
団
者
〕

小

林

孝

服

部

道

男

明

る

正
し
い
選
挙
を

貞
松

好
正
河
上
正
北
川
ん
て
雄

田

淵

定

一

ノ

瀬

幸

次

宮

崎

武

長

田

久

年

原

田

嘉

之

松

添

隆

市

川

寿

宮

内

毅

一

郎

旭

辰

己

早

川

好

雄

岩

崎

賢

太

郎

上

野

善

治

橋

本

和

男

森

田

香

山
崎
万
亀
寿
宮
野
増
雄

浦

山

重

二

稲

崎

雄

田

崎

臭

北

村

初

郎

森

秀

雪

渡
辺
健
市
松
尾
数
馬

一中

島

式

男

浜

田

求

井

上

七

五
三
蔵
永
野
寛
十

市
長
表
彰

〔
永
年
勤
続
〕
(
三
十
年
)

神

木

寅

市

仲

野

春

雄

井

本

文

夫

梶

本

邦

利

〔
永
年
勤
続
〕
(
二
十
五
年
)

柿

本

清

次

杉

本

敏

夫

大

祥

又

次

郎

大

杉

幸

吉

山

口

敏

男

今

富

侃

山

口

喜

久
雄
一
三
岳
久
雄
柳
原
昌

幸

児

玉

弘

佐

藤

秀

夫

広

瀬

武

男

渡

辺

寅

男

竹

末
恒
義

〔
永
年
勤
続
〕
(
十
五
年
)

山

口

英

之

松

永

繁

一

増

a

田

繁

満

野

田

米

之

井

手

幹

福

田

利

男

藤

本

栄

一
ノ
瀬
砿
中
川
内
逸
雄

朝

長

久

夫

松

田

昇

一

ノ

瀬

汀

福

重

信

義

羽

佐

古

考

夫

梶

原

勝

徳

小

川

土

善

男

田

平

侍

岩

崎

照

一

朝

長

武

山

口

栄

遠

岳

克

己

田

添

重

俊

〔
退
団
者
〕

退
団
者
は
県
消
防
協
会
長
表

彰
と
同
じ

〔
優
良
消
防
団
員
〕

田
中
善
典

〔
無
火
災
分
団
〕

四

分

団

九

分

間

十

分

団

十

一

分

団

〔
一
般
協
力
者
〕

松
尾
寅
作
永
石
善
太
郎

村

島

康

司

田

中

誠

蔵

晦

日

博

滝

野

茂

松

尾

栄

次

道

崎

常

一

大

浦

伝

古

川

林

松

尾

武

中

野

行

馬

林
田
鉄
太
郎
中
岳
町
内
会

田

崎

甚

作

渡

辺

好

美

・

中
山
正
行

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
選
者
表
彰

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

菊
田
美
和
子

i
今
月
は
保
険
料
の
納
期
1

1
月
は
国
民
年
金
保
険
料

叩
月
日
月
ロ
月
分
の
納
期

で
す
。
老
後
の
し
あ
わ
せ

と
不
慮
の
事
故
に
そ
な
え

て
保
険
料
は
必
ず
納
期
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

バ
イ
ク
も
強
制
保
険
に
は

い
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

あ
な
た
の
パ
イ
ク
は
加
入
し

て
あ
り
ま
す
か
。

一
般
に
守
ハ
イ
ク
と
い
わ
れ

る
原
動
機
付
自
転
車
も
自
動

車
損
害
賠
償
法
の
一
部
改
正

で
、
昨
年
十
月
か
九
責
任
保

険
契
約
を
し
な
け
れ
ば
走
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

強
制
保
険
に
入
っ
て
い
れ

ば
万
一
事
故
を
起
し
て
も
、

被
害
者
に
対
し
て
支
払
う
損

害
賠
償
金
の
う
ち
、
死
亡
な

ら
百
五
十
万
円
、
傷
害
な
ら

五
十
万
円
ま
で
保
険
会
社
か

ら
保
険
金
と
し
て
支
払
っ
て

も
ら
へ
ま
す
。

保
険
料
は
、
使
用
場
所
が

離
島
の
場
合
は
千
九
百
十
円

そ
の
ぼ
か
は
二
千
五
百
四
村

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
入

す
る
と
保
険
証
明
書
と
ナ
ン

バ
ー
ザ
レ

I
ト
に
貼
る
ス
テ

ッ
カ
ー
が
渡
さ
れ
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
す

ぐ
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
し
ら
せ
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ヲ口
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E!t 
uよ
口う

ふを開
る対設成
つ象い人
てにた講
ごいし座
参たまギ
加 4 しすタ
下ま。!
さす初学
いの心習
。で者を
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マ
場
所

中
央
公
民
館

マ
期
間
二
月
十
一
日
か
ら

三
月
二
十
六
日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
と
祭
日

マ
時
間
午
後
二
時
か
ら
四

時
ま
で

マ
申
込
資
格

市
内
在
住
の

り大村市政だよ剖
一

D
'
h
d
支
ポ
J

臼
己
主
う
こ
雪

一

コ
!
ナ

l

一
般
成
人

マ
申
込
二
月
八
日
ま
で
に

中
央
公
民
舘
事
務
室
に
申

込
み
く
だ
さ
い
。

マ
受
講
料
い
り
ま
せ
ん

マ
講
師
県
立
大
村
高
等
学

校
定
時
制
主
事
堀
口
先
生

t

口
口
口

原
爆
被
爆
者
の定

期
検
診

口
口
口

マ
日
程

大
村
市
立
病
院

1
1月
刊

日
か
ら

1
月
況
日
ま
で

国
立
大
村
病
院

H
2月

r

日
か
ら

2
月
日
日
ま
で

イ

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

9

時
か
ら
ロ
時
ま
で
。

マ
受
診
資
格

原
爆
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
他
県
及
び
長

崎
市
長
発
行
の
手
帳
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
は
住
所
変
更

を
し
て
か
ら
，で
な
い
と
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
問
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
は
保
健

所
へ
届
け
て
か
ら
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
被
爆
手
帳
を

当
日
の
指
頭
大
の
大
便
を
マ

ッ
チ
箱
に
入
れ
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

青
年
団
ロ

rド
レ

i
ス

日

時

コ
1
月
幻
日

午
後
二
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
大
村
郵
便
局
↓

市
立
病
院
↓
国
道
弘
号
線

↓
大
村
郵
便
局
の

5
キ
ロ

マ
県
下
青
年
駅
伝

日
時

2
月
ロ
日
午
前

日
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス

大
村
1
彼
杵
折

返
し
の
お
キ
ロ

、毛

y 

l
l
全
面
交
通
止
1
1
1
0
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結

大
村
空
港
整
備
工
事
の

た
め
つ
ぎ
の
と
お
り
全
面

交
通
止
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。ご

注
意
く
だ
さ
い
。

期
間

3
月
お
日
ま
で

場
所
市
道
犯
号
線
、

竹
松
住
宅
古
賀

島

線

今

津
字
黒
山
二
百
四
十
メ
ー

ト
ル
、
農
道
二
百
五
十
メ

ー
ト
ル

こんな人を選ぼう

1月29日は衆議院の総選挙

口
口
口

清
和
国
広
寄
付

口
口
口

ム
某
氏
雑
誌
二
十
五
冊

A
小
佐
古
北
川

ν
ミ

子

レ

口

郷

鹿

取

茂

夫

甘

藷

六

ゴ

i
ド
二
十
八
枚

ム

下
諏

十

キ
ロ

ム
三
城
婦
人
会

訪
町
中
沢
貞
夫
タ
オ
ル
十
三
千
百
円

A
佐
世
保
市
上

枚
ム
諏
訪
町
神
田
万
次
郎
相
浦
町
兼
武
富
男
り
ん

口
口

;

み
か
ん
八
キ
ロ

ム
池

田

住

ご

十

九

キ

ロ

み

か

ん

三

十

忌

明

に

寄

付

宅
十
区
西
野
竹
一
四
百
円
キ
ロ
ム
西
彼
杵
郡
三
重
村

口

口

ム
某
氏
雑
誌
二
十
八
冊
ム
民
生
委
員
協
議
会

千

円

市

内

古

町

五

区

の

加

藤

正

長
安
寺
婦
人
会
菓
子
三
十
ム
大
村
市
中
地
区
(
西
大
村
)
喜
さ
ん
は
亡
母
加
藤
い
わ
さ

二
袋
、
チ
リ
紙

三

十

二

束

民

生

委

員

一
同
千
五
百
円
ん
の
忌
明
に
、
ま
た
市
内
中

ム

大

村

市

す

し

組

合

す

し

ム

杭

出

津

郷

六

山

利

雄

諏

訪

町
の
大
楠
ブ
ク
さ
ん
は

四
十
人
分
ム
本
経
寺
り
会
席
膳
十
四
枚
ム
東
彼
杵

亡
夫
正
一
さ
ん
の
忌
明
に
金

ん
ご
十
四
キ
ロ
ム
大
佐
古
町
高
砂
老
人
会
み
か
ん
三
一
封
を
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉

制
幸
子
雑
誌
十
二
冊
7
ム
某

ぃ十
九
キ
ロ
、
小
豆
三
キ
ロ
砂
事
業
費
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま

氏
雑
誌
三
十
七
冊
子
広
原

心
糖
三
キ
一
宇
ム
植
ー松
老
人
会
仏
芯
いた

!

み
か
ん
二
十
二
キ
ロ
ム
植
e

松

長

井

登

志

見

干

円

ム
植
松
山
口
雪
晴
子
円
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一退

職

一手
当
一
等
…の

一市
一県
…民
…税
…は
…分

離

一課
…税
一

-
地
方
税
法
の
改
正
に
ょ
っ

l

八
の
、
そ
の
年
の

一
月

一
日

て
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
一
の
住
所
地
の
市
町
付
に
納
税

日
以
後
一
九
支
払
わ
れ
る
退
職

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、

市

手
当
等
に
対
す
る
市
原
民
税
民
税
、
県
民
税
の
合
計
額
ぎ

は
、
所
得
税
と
同
じ
く
現
年
納
め
で
い
た
だ
く
こ
と
で
す

課
税
と
な
り
、
他
の
所
得
と
税
額
の
計
算
そ
の
他
申
告
等

分
離
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
の
手
続
き
は
特
別
徴
収
義
務

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
納
税
者
(
源
泉
徴
収
義
務
者
)
の

の
手
続
き
は
、
退
職
手

当

等

方

に

差
上
げ
て
い
る
・

「
退
職
-

の
支
払
者
が
、
そ
の
支
払
を
所
得
に
係
る
住
民
税
の
特
別

行
な
う
時
支
払
金
額
か
ら
税
徴
収
の
手
引
」
を
ご
覧
に
な

金
を
天
引
き
し
て
、
天
引
き
れ
ば
お
わ
か
り
の

こ
と
と
思

し
た
月
の
翌
月
十
日
ま
で
に
い
ま
す
が
、
ま
だ
手
引
を
貰

市
町
村
に
納
め
て
い
た
だ

く

っ

て

お

ら
れ
な
い
方
ゃ
、
不

こ
と
に
な
り
ま
す。

所
得
税
明
の
点
が
あ
る
方
は
課
税
課

と
相
違
す
る
主
な
点
は
、
退
に
申
出
て
く
だ
さ

い
。

職
手
当
等
の
支
払
を
柔
げ
る
~

昭和42年1月20日

問

父

母
、
祖

父
母
同
昭
和
二

一十
七
年
三
月
三

十
一

日
以
前
に

死
亡
じ
妻
は
戦

没
者
の
弟
と
結

婚
し
た
が
、
遺
族
援
護
法
に

よ
っ
て
弔
慰
金
五
万
円
を
う

け
子
供
は
昭
和
四
十
年
三
月

三
十
一

日
以
前
，に
満
二
十
ヤ
イ

に
達
し
て
い
る
の
で
す
が

こ
'

の
場
合
、
『
戦
没
者
の
遺
族
持

別
弔
慰
金
は
も
ら

へ
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

答

妻
に
は
受
給
椛
が
あ
り

ま
す
。

問

妻
と
子
に
遺
族
年
金
一を

受
け
て

い
た
が
、
妻
は
昭
和

四
十
年
三
月
以
前
に
死
亡
し

平
供
は
同
日
以
前
に
満
二
十

遺族特別弔慰金

受給権問答

ιを

可、、
¥ 


